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内陸型地震により発生した斜面崩壊の分布と
震源断層の関係の研究
内陸型地震による斜面崩壊の分布の特性整理
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近年、日本の内陸で強い地震が相次ぎ数多くの斜面崩壊
が発生し、震源域とその周辺に甚大な被害をもたらしてい
ます。たとえば2016年 4月の熊本地震では、断層沿いで
広域に斜面崩壊が発生し、多くの方が被災しました。
今後、活断層周辺で発生する地震による斜面崩壊の危険
度を予測するためには断層と崩壊の関係性を整理していく
ことが重要です。
アジア航測（株）では、国立研究開発法人防災科学技術
研究所からの委託により、内陸型地震の震源断層と崩壊地
との位置関係に着目して、断層と崩壊地分布の関係を整理・
分析しました。
ここでは、1980年以降に日本国内で発生した大規模な内
陸型地震の中から、斜面崩壊の情報が比較的良く得られた
8つの地震（表1）を対象に整理した内陸地震と崩壊地との
関係性について紹介します。対象とした地震による崩壊地
分布の例を図1に示します。

はじめに

崩壊地毎に計測した震源断層からの距離を用いて、全
崩壊の 90％を網羅する距離（90％値）および 95％を網
羅する距離（95％値）を縦軸にとり、地震のマグニチュー
ドを横軸にとった散布図を作成すると、地震のマグニ
チュード（地震の規模）が大きいほど、遠くまで崩壊が
発生している傾向（右上がりの傾向）が確認されました（図
2）。また、震源断層の深さを横軸にとった散布図を作成
すると、震源断層が深いほど崩壊が発生する範囲が狭く
なる傾向（右下がりの傾向）が確認されました（図3）。
このように、地震による崩壊の発生範囲には、地震の
規模および震源断層の深さが影響している可能性がある
ことが明らかになりました。

崩壊地の震源断層からの距離とマグニチュードや断層の深さとの関係
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図2　地震のマグニチュードと震源断層からの距離の関係
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図3　震源断層の深さと震源断層からの距離の関係

表1　検討対象地震一覧

図1　崩壊地分布の例
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対象とした地震の中で、特に崩壊箇所数が多い「岩手・
宮城内陸地震（逆断層型）」と「熊本地震（横ずれ断層型）」
を例にとり、断層タイプによる崩壊地の断層からの距離
の違いを確認しました。
その結果、逆断層型の「岩手・宮城内陸地震」では、
断層面の上側（上盤側）で崩壊が多く、崩壊の発生して
いる範囲も広い（上盤側が 2倍程度広い）ことがわかり
ました（図 4左）。また、上盤側の方が規模の大きな崩壊
が発生していることも確認されました（図 4右）。

横ずれ断層型の「熊本地震」では、断層位置を中心に
左右対称に分布する傾向を示しており、10km程度の範
囲で特に崩壊が集中していることがわかりました（図 5
左）。また、比較的規模（面積）の大きな崩壊の発生頻度
は、上盤側と下盤側で発生頻度に大きな差は認められま
せんでした（図 5右）。
これらの結果は、内陸地震の断層タイプに応じた崩壊
等の発生域を推定する上で有用なデータとなると考えら
れます。

断層タイプと崩壊地の震源断層からの距離の関係

今回の検討により、逆断層型の地震では、上盤側で崩
壊の頻度が高く、崩壊の規模も大きくなる傾向が確認さ
れました。さらに、崩壊の発生範囲も上盤側で広くなる
傾向（下盤の約 2倍）も確認されました。また、横ずれ
断層型の地震では、上盤と下盤ともに断層からの距離が
10km程度の範囲に崩壊が集中している傾向が確認されま
した。これらの結果は、地震による崩壊の発生危険域を
推定するために有用な資料となります。
今後は結果をさらに精査し、防災科学技術研究所が検
討を進めている内陸地震による斜面崩壊危険地域分布図
（図6）に反映し、さらに精緻化したいと考えています。
本研究の成果は、防災科学技術研究所と共同で、日本

地球惑星科学連合 2017 年大会にてポスター発表 1）を行
うことができました。ここに厚く御礼申し上げます。

おわりに

本文中の図表は以下の文献より引用したものです。
■引用文献
1）  山田隆二・飯田智之・松田昌之・ハスバートル・髙山陶子・猪狩祥平（2017）：内陸型地震により発生した斜面崩壊の分布と震源断層の関係-初報，日本地球惑星科学連合 連合大会2017
年大会 予稿集
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図4　断層位置と崩壊地の位置関係（岩手・宮城内陸地震）
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図5　断層位置と崩壊地の位置関係（熊本地震）

図6　内陸地震による斜面崩壊危険地域分布図のイメージ
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